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水色の羽根募金運動

会
だ
よ
り
～
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平成 18年 4月 1日

の
拍
手
j

北
見
恭
子
さ
ん
の

「ひ
な
祭
り
ラ
イ

ブ
州
』
が
三
月

一
日
（
水
）
、
東
京
・

有
楽
町
の
読
売
ホ

l
ル
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
今
年
の
テ

l
マ
は

「
今
日
ま
で

そ
し
て
明
日
か
ら
：
・
」
、
歌
手
生
活
三

十
数
年
を
背
景
に
最
新
ヒ
ッ
ト
曲
「
お

ん
な
の
春
」
を
は
じ
め
二
十
数
曲
を
熱

唱
し
、
フ
ァ
ン
を
魅
了
し
ま
し
た
。

ラ
イ
ブ
後
半
に
は
北
見
さ
ん
か
ら
、

収
益
金
の

一
部
と
会
場
で
集
ま
っ
た
募

金
の
目
録
が
本
会
虞
崎
克
賓
専
務
に
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
ご
厚
意
に
対
し

て
虞
崎
専
務
は
感
謝
状
を
贈
る
と
と
も

に
、
「
海
難
遺
児
の
励
ま
し
を
ラ
イ
フ

ワ
ー
ク
と
し
て
い
る
北
見
さ
ん
は
心
強

こ
の
後
、
北
見
さ
ん
が
出
版
聞
も
な

い
漁
船
海
難
遺
児
と
母
の
文
集

「
メ
ー

ル
空
ま
で
届
い
て
ほ
し
い
」
を
取
り

出
し
、

「父
さ
ん
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
、

携
帯
電
話
持
ち
ま
し
た
知
ら
せ
た
い

事
、
相
談
し
た
い
事
山
ほ
ど
あ
り
ま
す

メ
l
ル
空
ま
で
届
い
て
ほ
し
い
：
・
」

（徳
島

県

福

田
美
チ
子
さ
ん
の
作
品
）

と

一
文
を
朗
読
す
る
と
、
会
場
は
励
ま

よ

い
サ
ポ
l
タ

l
。
北
見
さ
ん
や
フ

ア
ジ

の
方
々
の
発
信
し
て
き
た
励
ま
し
の
心

が
、
遺
児
・
遺
族
に
大
き
な
勇
気
を
与

え
て
下
さ
っ
て
い
ま
す
」
と
鈴
木
俊

一

理
事
長
の
お
礼
の
言
葉
を
代
読
し
ま
し

た
。

だム一
A英育

／ ＼  

( 1 ) 

し
の
気
持
ち
を
込
め
た
万
雷
の
拍
手
に

包
ま
れ
ま
し
た
。

北
見
さ
ん
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
者

の
皆
様
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
し
た
皆

様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

。
北
見
恭
子

（き
た
み
き
ょ
う
こ
）

山
形
県
出
身
。
地
元
山
形
放
送
「
ミ

ス
民
謡
コ
ン
ク
ー
ル
」
で
優
勝
し
、
昭

和
四
十
八
年
に
コ
ロ
ム
ピ
ア
レ
コ
ー
ド

よ
り
デ
ビ
ュ
ー
。
昭
和
五
十
四
年
か
ら

海
難
遺
児
を
励
ま
す
チ
ャ
リ
テ
ィ

l
活

動
を
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
続
け
ら
れ

て
お
り
、
昭
和
六
十
年
に
水
産
庁
長
官

賞
、
平
成
十
年
に
は
農
林
水
産
大
臣
よ

り
感
謝
状
を
授
与
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
昨
年
十

一
月
に
リ
リ
ー
ス
し
た

新
曲
「
お
ん
な
の
春
」
が
好
評
発
売
中
。

三
十
一
年
目
の
船
出
に
あ
た
り

育

英

資

金
服
飾
メ
ー
カ
ー

...北見さんとファンの皆様に感謝の言葉を述べる異崎専務

フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
衣
料
と
関
連
商
品
の

企
画
、
製
作
、
販
売
を
行
う
掛
シ
ッ
プ

ス
（
S
H
I
P
S
L
T
D
・
三
浦
義

哲
代
表
取
締
役
社
長
）
か
ら
、
設
立
三

十
周
年
を
記
念
し
て
本
会
に
多
額
の
育

英
資
金
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

平
成
十
七
年
九
月
に
設
立
三
十
周
年

を
迎
え
た
シ

ッ
プ
ス
の
三
浦
社
長
の
船

に
対
す
る
思
い
入
れ
は
、
社
名
が
示
す

と
お
り
非
常
に
深
い
も
の
が
あ
り
ま

す
。
大
分
県
の
海
辺
で
育
っ
た
三
浦
氏

は
曾
祖
父
が
持
ち
船
で
交
易
を
営
み
、

祖
父
は
海
軍
軍
人
と
い
う
家
系
。
「船

に
は
新
し
い
事
へ
の
挑
戦
、
未
知
の
も

の
へ
の
憧
れ
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り

ま
す
」
と
語
る
三
浦
氏
は
、

三
十
周
年

記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
を
ρ

ふ
じ
丸
μ

（二

三
，
二
三
五
t
、
外
航
ク
ル
ー
ズ
客
船
）

船
上
で
聞
か
れ
ま
し
た
。
そ
の
折
り
に

寄
せ
ら
れ
た
会
費
等
を
海
に
関
係
す
る

事
で
役
立
て
た
い
と
東
京
海
洋
大
学
に

組
合
学
校
卒
業
生
が
寄
付

去
る
二
月
二
十
八
日
（
火
）
、
全
国

漁
業
協
同
組
合
学
校
（
千
葉
県
柏
市
、

植
村
正
治
校
長
）
の
平
成
十
七
年
度
卒

業
生
の
皆
様
か
ら
育
英
資
金
が
寄
付
さ

れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
第
六
十
六
期
生

一
七
名
を

代
表
し
て
小
野
寺
和
也
さ
ん
・
椎
野
雄

介
さ
ん
の
二
名
が
来
会
し
、
本
会
異
崎

専
務
に
寄
付
金
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
北
海
道
と
東
京
（
島
幌
部
）

の
J

F

（
漁
協
）
に
就
職
が
内
定
し
た

お
二
人
は
、
「

一
日
も
早
く
仕
事
に
慣

を

寄

付
J
ン
ッ
プ
ス
u

問
い
合
わ
せ
て
、
今
回
の
寄
付
が
決
ま

っ
た
そ
う
で
す
。

一一
月
二
十
七
日
，
（
月
）
、
シ
ッ
プ
ス

本
社
で
寄
付
金
を
受
け
取
っ
た
虞
崎
専

務
は
、
「
水
産
関
係
以
外
か
ら
い
た
だ

く
寄
付
は
希
な
の
で
正
直
驚
き
ま
し
た

が
、
同
時
に
非
常
に
感
激
し
感
謝
申
し

上
げ
ま
す」

と
お
礼
を
述
べ
た
。
順
調

に
航
海
を
続
け
、
多
く
の
港
（
店
）
＼

多
く
の
船
（
仲
間
）
を
つ
く
り
、
引
き

続
き
三
十

一
年
目
の
航
海
を
始
め
た
と

こ
ろ
と
す
る
「
シ
ッ
プ
ス
丸
」
の
ま
す

ま
す
の
発
展
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

れ
て
頑
張
り
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
る

と
と
も
に
、
「
育
英
資
金
の
寄
付
は
先

輩
か
ら
代
々
引
き
継
が
れ
た
伝
統
行

事
。
少
し
で
も
遺
児
達
の
助
け
に
な
れ

ば
」
と
話
し
た
。
こ
れ
に
対
し
自
身
も

同
校
卒
業
生
で
あ
る
翼
崎
専
務
は
、

「
卒
業
を
伴
に
さ
れ
る
生
徒
達
か
ら
毎

年
欠
か
す
こ
と
な
く
寄
付
を
い
た
だ

き
、
勉
学
に
励
む
遺
児
達
に
と
っ
て
大

変
心
強
く
励
み
に
な
る
こ
と
と
思
う
。

水
産
は
大
変
な
時
期
で
す
が
、
お
二
人

も
四
月
か
ら
は
J

F
グ
ル
ー
プ
の

一
員

と
し
て
、
活
気
あ
る
漁
村
を
取
り
戻
す

た
め
頑
張
っ
て
下
さ
い
」
と
述
べ
て
感

謝
状
を
贈
っ
た
。
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企第66期生代表の小野寺さん （中央）と椎野さん （右） 企設立30周年記念旗の前で感謝状を手にする三浦義哲社長（右）

育英会ホームページ ⑨ 再生紙使用http://www.jf・net.ne .j p/ikueikai 
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平成 18年 4月1日

おめでとうZございます！

～新年度の諸手続について～

岬、
よだム

宮

ご卒業・ご進学・ご進級

英育( 2) 

新年度を迎え、社会へと巣立たれた皆さん、また、進学・進級された皆さん

それぞれに新しいスター卜をきられたことと思います。本会におきましでも、

平成18年5月25日（木）の第1回送金に向けて、職員一丸となり様々な準備を

進めているところです。ついては、これに伴い、奨学生の皆さんにも進路に応

じた手続きを早急に行っていただきますようお願いいたします。既に対象とな

る方々には、文書にてご案内いたしておりますが、再度左記の表にて書類を確

認の上、 4月25日（火）までに必す、本会へ提出してください。

。よくあるご質問

Q.高校を退（休）学しましたがどうした5よいですか？

A 退（休）学届を提出していただく必要があります。また、在学されていな

かった期間に受領した学資給与金は返金していただか芯くてはなりませんの

でご連絡ください。

Q.海外の大学へ進（留）学しますが、奨学金は受け5れますか？

A.残念芯がら日本国内の大学・専門学校以外は認めうれません。

Q.短大を卒業しましたが、 4月から大学へ編入します。引き続き、奨学金を受

け5れますか？

A.在学証明書を添付し、延長願いを提出してください。なお、病気等で留年

となり延長を希望される場合は診断書の提出が必要です。

※この他、住所等変更事項がありました5、ますは、お近くの漁連・漁協、ま

たは本会に直接ご相談ください。所定の書類をお送りします。

いア 願 書 住所職業届 連帯保証人
在学証明書 進路報告書 借用証書 ーーーー....”’『F司，，

付属書類 入（在）学届 職業局

中学校 セ 。
* 卒業者 高校等 高校等

（給与希望） （貰与希望）

平 高校等 。
* 成 卒業者

十 （：与の；）
大学等

（貰与希望）
七 ，．ー・ F一E一一・一・・－－－－－ ・・ーーーーーー・・・・・・・・ －ー・・・・・－－－－－－－畠 －ー・・・・・b・ーーーー－－・・ー －ー・・・・・ーー－ーー・司ー ーーーー－ー・．．．．．．．．

高校等 ※；主

年
卒業者

。
* 

。。。
（：与号）

大学専 （どちらか）
月 （貰与希望） 1枚提出

大学等 。 。。。
卒業者 （どちらか）

1枚提出

小学校 。
1年生

平

成
中学校 。

十
1年生

}¥ 

年 高校等
四 2年生 。
月 以 上

大学等
2年生 。
以上

提出書類一覧

O＝対象者全員提出 会＝希望者のみ提出
注：平成17年度高校等卒業者で、 4月に大学等奨学生の出臓をされる方は入学（在）届の提出は不要です。

漁
船
海
難
遺
児
と

母
の
文
集
を
読
ん
で

＊
こ
の
度
は
「
漁
船
海
難
遺
児
と
母
の

文
集
」
を
お
送
り
頂
き
有
り
難
く
、
家

族
や
孫
達
に
も
回
覧
し
て
読
ま
せ
る
べ

く
存
じ
ま
す
。
私
が
海
上
勤
務
し
て
い

た
頃
か
ら
三
十
年
も
経
つ
今
の
時
代
に

も
、
時
折
、
漁
船
遭
難
の
ニ
ュ
ー
ス
を

見
る
度
に
、
そ
の
ご
遺
族
の
皆
さ
ん
の

お
悲
し
み
を
お
察
し
し
て
心
が
痛
み
ま

す
。
何
卒
、

貴
会
皆
々
様

一
層
の
ご
活

躍
を
お
願
い
致
す
次
第
で
あ
り
ま
す
。

（
東
京
都
樋
田
徹
也
）

＊
「
漁
船
海
難
遺
児
と
母
の
文
集
」
を

送
っ
て
下
さ
い
ま
し
て
有
難
う
ご
ざ
い

念
品
7
レ
4

～。

全
文
を
読
み
通
し
て
胸
が
痛
み
ま
し

た
。
お
父
さ
ん
の
分
ま
で
お
母
さ
ん
が

努
力
な
さ
っ
て
生
活
を
さ
さ
え
、
お
子

さ
ん
に
愛
と
き
び
し
さ
を
教
え
育
て
た

御
苦
労
に
頭
が
下
が
り
ま
す
。
私
の
世

代
は
戦
争
で
夫
を
亡
く
し
た
方
が
ど
れ

だ
け
多
く
い
た
ご
と
で
し
ょ
う
。
数
人

（
こ
れ
は
友
人
の
こ
と
・
：
）
は
、
や
は

り
女
子

一
つ
で
養
育
し
て
、
今
は
成
人

の
お
子
さ
ん
と
お
暮
ら
し
で
す
。
皆
様

の
こ
れ
か
ら
の
人
生
に
幸
の
あ
り
ま
す

こ
と
を
祈
っ
て
お
り
ま
す
。

（
神
奈
川
県
三
輪
和
子
）

＊
遺
児
と
母
の
文
集
「
メ

l
ル

空

ま

で
届
い
て
ほ
し
い
」
を
送
っ
て
頂
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
年
々
、
漁

船
海
難
事
故
は
減
少
し
て
い
る
と
は
言

え
、
毎
年
事
故
は
発
生
し
、
犠
牲
者
が

出
て
い
ま
す
。
こ
れ
以
上
、
事
故
と
遺

児
が
生
ま
れ
な
い
こ
と
を
念
じ
て
い
ま

す
。
今
後
と
も
、
遺
児
の
皆
さ
ん
の
た

め
に
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
福
岡
県

三
輪
千
年
）

恒三〉

＊
送
金
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
就

職
に
む
け
て
頑
張
り
ま
す
。

（
北
海
道
大
四
川
村
智
恵
子
）

＊
三
月
で
卒
業
し
ま
す
。
本
当
に
長
い

間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
山
口
県
大
院
卒
川
口
昌
和
）

の
お

4

＊
長
い
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

三
月
、
娘
も
専
門
学
校
を
卒
業
し
ま
す
。

早
い
も
の
で
今
年
主
人
の
十
三
回
忌
で

す
。

（
東
京
都
西
崎
弘
美
）

＊
娘
が
奨
学
金
が
届
く
の
を
心
待
ち
に

し
て
お
り
ま
す
。
今
日
、
入
金
が
あ
っ

た
と
喜
ん
で
メ
ー
ル
し
て
き
て
く
れ
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
石
川
県
棲
井
三
重
子
）

＊
お
陰
様
で
、

三
月
で
娘
も
卒
業
す
る

事
が
出
来
ま
し
た
。
長
い
間
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

（
福
岡
県
中
西
良
枝
）

＊
こ
の
春
、
息
子
も
高
校
を
卒
業
し
、

他
県
の
専
門
学
校
へ
と
進
学
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
と
同
時
に
在
籍

し
た
高
校
も
閉
校
と
な
り
ま
す
。
淋
し

い
気
持
ち
と
嬉
し
い
気
持
ち
の
入
り
混

じ
っ
た
門
出
と
な
り
ま
し
た
。
色
々
な

事
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

一
生
懸
命

頑
張
っ
て
欲
し
い
で
す
。
長
い
間
、
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
鹿
児
島
県
上
村
え
つ
子
）

＊
沖
縄
は
寒
く
な
っ
た
り
暑
く
な
っ
た

り
、
季
節
の
変
化
が
お
か
し
い
で
す
。

娘
も
高
校
入
学
し
て
は
や

一
年
が
た

ち
、
月
日
の
早
さ
を
感
じ
ま
す
。
部
活
、

勉
強
、
友
達
と
の
遊
び
等
、
家
族
で

一

番
い
そ
が
し
そ
う
で
す
。
た
ま
に
ご
は

ん
を
食
べ
な
が
ら
、
い
ね
む
り
し
て
い

る
時
も
あ
り
笑
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
沖
縄
県

漁船海難遺児

宜
保
初
美
）

＊
よ
う
や
く
暖
か
く
な
り
、
花
の
季
節

に
な
り
ま
し
た
。
子
供
達
也
別
れ
、
出

逢
い
の
頃
で
す
ね
。
皆
様
の
健
康
と
幸

せ
を
心
よ
り
祈
っ
て
お
り
ま
す
。

不
千
葉
県
福
田
昌
佳
）

羽根募 金

平
成
十
七
年
度

第
四
回
選
考
委
員
会

の

去
る

一
月
二
十
七
日
（
金
）
、
「
平
成

十
七
年
度
第
四
国
奨
学
生
選
考
委
員

会
」
が
開
催
さ
れ
、
「
第
四
回
奨
学
生

出
願
者
（

一
月
十
五
日
締
切
り
）
の
選

考
」
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
結
果
、
新
た
じ
幼
稚
園
・
小
中
高
等

学
校
在
学
の
学
資
給
与
奨
学
生
八
名
の

採
用
が
決
定
し
ま
し
た
。

な
お
、
平
成
十
六
年
度
か
ら
の
継
続

奨
学
生
と
併
せ
て
、
新
規
奨
学
生
を
加

え
た
三
月
十
五
日
現
在
の
奨
学
生
数

は
、
別
表
「
都
道
府
県
別
奨
学
生
数
」

の
と
お
り
で
す
。

水色!! 手を愛の

平
成
十
七
年
度
’

第
三
回
理
事
会
・
評
議
員
会

三
月
二
十
二
日
（
水
）
、
『
平
成
十
七

年
度
第
三
回
理
事
会
及
び
評
議
員
会
」

が
開
催
さ
れ
、
平
成
十
八
年
度
事
業
計

画
及
び
収
支
予
算
案
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
計
画
で
は
、
学
資
給
与
事
業
並
び

に
奨
学
金
貸
与
事
業
に
つ
い
て
前
年
と

同
額
を
支
給
す
る
こ
と
と
し
、
「
漁
船

海
難
遺
児
を
励
ま
す
全
国
協
議
会
」

「
同
地
方
協
議
会
」
等
の
協
力
を
得
て

引
き
続
き
募
金
運
動
を
強
力
に
推
進
す

る
ζ

と
と
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
異
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退
任
の
ご
挨
拶

前
専
務
理
事
虞
崎
克
賓

平成 18年 4月 1日

平
成
十
六
年
十
二
月
に
就
任
し
、
僅

か

一
年
数
ヶ
月
で
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、

一役
職
員
の
皆
様
に
支
え
ら
れ
、
無
事
に

一退
任
で
き
ま
し
た
こ
と
、
心
よ
り
感
謝

一申
し
上
げ
ま
す
。

一

こ
の
問
、
ご
寄
付
及
び
募
金
を
い
た

一だ
い
た
、
多
く
の
皆
様
に
は
、
感
謝
の

気
持
ち
で

一
杯
で
す
。

遺
児
の
数
が
、

一
頃
よ
り
大
幅
に
減

よ
一
一少
し
て
い
る
と
は
言
え
、
現
在
も
実
質

一
三
九

O
余
名
の
遺
児
が
、
こ
の
事
業
を

一
／
t

i

l

i

－

－

1
1
1
i

だ
一

1

1
！
i

1

i

i

会一
一
就
任
挨
拶

英

一

専
務
理
事

佐
藤
信
三

育

／、
( 3 ) 

こ
の
度
、
四
月

一
日
付
で
附
漁
船
海

難
遺
児
育
英
会
の
専
務
理
事
に
就
任
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

最
近
の
漁
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
魚

価
低
迷
、
漁
獲
不
振
、
漁
業
就
業
者
数

の
減
少
・
高
齢
化
の
ほ
か
、
前
年
か
ら

の
燃
油
高
騰
、
大
型
ク
ラ
ゲ
の
襲
来
と

非
常
に
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま

す
。こ

の
よ
う
な
中
、
大
型
ク
ラ
ゲ

・
燃

油
高
騰
対
策
と
し
て
の
基
金
の
造
成
等

様
々
な
施
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
浜
で
は
誠
に
残
念

必
要
と
し
て
い
ま
す
。

二
月
の
漁
船
保
険
月
報
に
よ
る
と
、

全
国
の
海
難
船
舶
件
数
及
び
、
死
者

・

行
方
不
明
者
数
は
、
何
れ
も
前
年
比
を

大
幅
に
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
業
種
別

で
見
た
漁
船
海
難
で
の
死
亡
・
行
方
不

明
者
数
は
六
七
名
と
な
っ
て
お
り
、
前

年
比
九
人
増
の
数
字
を
見
ま
す
と
、
漁

業
従
事
者
の
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
と

実
感
い
た
し
ま
す
。

漁
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
益
々
厳

し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
全
国
の
沢

山
の
人
達
か
ら
、
遺
児
と
遺
族
の
皆
さ

ん
に
励
ま
し
の
応
援
を
頂
い
て
お
り
ま

す
。奨

学
生
の
皆
さ
ん
は
、

．勉
学
に
励
み
、

そ
し
て
、
夢
と
希
望
を
持
っ
て
、
学
舎

を
巣
立
た
れ
る
こ
と
を
、
此
の
事
業
を

支
え
て
く
れ
て
い
る
、
多
く
の
人
達
と

共
に
願
っ
て
い
ま
す
。

な
こ
と
に
未
だ
無
理
な
操
業
等
に
よ
る

漁
船
の
海
難
事
故
が
後
を
絶
ち
ま
せ

ん
。今

後
と
も
救
命
胴
衣
の
着
用
を
呼
び

か
け
る
等
、
漁
船
の
海
難
防
止
に
努
め

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

近
年
、
当
育
英
会
の
奨
学
生
数
は
減

少
傾
向
に
あ
る
よ
う
で
す
が
、

三
月
末

現
在
四

O
O名
弱
も
の
奨
学
生
が
当
育

英
会
の
諸
制
度
を
利
用
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
当
育
英
会
が
昭
和
四
十
五
年
に
設

立
し
て
以
来
、
諸
先
輩
方
が
長
年
築
い

て
こ
ら
れ
た
育
英
事
業
は
大
変
意
義
の

あ
る
事
業
と
改
め
て
そ
の
重
要
性
を
感

じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
当
育
英

会
の
安
定
的
な
事
業
運
営
と
事
業
内
容

の

一
層
の
充
実
に
努
め
て
参
る
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
の
で
皆
様
方
の
ご
指
導
・

ご
鞭
撞
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

崎
克
賓
専
務
理
事
の
辞
任
（
三
月
三
十

一
日
付
）
に
伴
い
、
後
任
に
佐
藤
信
三

氏
（
J

F
全
漁
連
広
報
室
部
長
役
）
を

選
任
し
ま
し
た
。
就
任
は
四
月

一
日
。

一

f

荷
駄
悼
ぞ

一
『募
金
・
ご
寄
付
」
の
お
礼

一

平
成
十
七
年
十
二
月
か
ら
平
成
十
八

年
二
月
ま
で
に
ご
寄
付
を
い
た
だ
い
た

方
々
の
ご
芳
名
を
掲
げ
、
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

※
ご
芳
名

（
敬
称
略
）

一、

漁
協
系
統
募
金

（
各
都
道
府
県
の

漁
連
、
信
漁
連
等
で
構
成
す
る
「
漁
船

海
難
遺
児
を
励
ま
す
地
方
協
議
会
（
略

称
・
地
方
協
）
」
等
で
取
り
扱
っ
た
分

で、

一
般
寄
付
を
含
み
ま
す
。）

〔
十
二
月
〕

O
岩
手
県

マ
佐
々
木
昭
夫

｜
香
典
返
し
マ
佐
藤
和
子
｜
香
典
返
し

マ
牧
原
利
雄

O
宮
城
県

マ
塩
竃
市
米
消

費
拡
大
推
進
協
議
会
会
長
前
木
昭
次
マ

地
方
協

O
茨
城
県

マ
地
方
協

O
千
葉
県

マ
臼
井
重
治
マ
南
部
漁
港
協
議
会

O
静

岡
県

マ
戸
田
漁
業
協
同
組
合
女
性
部
マ

焼
津
釣
舟
部
会
マ
地
方
協

O
京
都
府

マ

奥
利
春
香
典
返
し
マ
藤
井
多
津
江
マ

海
洋
高
等
学
校
生
徒
会
！
学
校
祭
チ
ャ

リ
テ
ィ

l
パ
ザ

i
の
収
益
金
及
び
募
金

O
和
歌
山
県

マ
地
方
協

O
広
島
県

マ
漁

業
共
済
組
合
マ
漁
船
保
険
組
合
マ
地
方

協

O
山
口
県

マ
地
方
協

O
徳
島
県

マ
水

産
会
館
役
職
員
御

一
向
。
香
川
県

マ
観

音
寺
水
産
振
興
協
会
マ
水
産
会
館
互
助

会
マ
胸
水
産
振
興
基
金
マ
船
水
産
振
興

協
会
マ
漁
業
共
済
組
合
マ
漁
業
信
用
基

金
協
会
マ
漁
船
保
険
組
合
マ
多
度
津
町

産
業
課
マ
農
政
水
産
部
水
産
課
マ
丸
亀

市
産
業
部
農
林
水
産
課
マ
地
方
協

O
福

岡
県

マ
地
方
協

O
佐
賀
県
有
明
海
マ
地

方
協

O
長
崎
県

マ
側
ア
ド
長
崎
新
聞
マ

有
川
町
漁
協
女
性
部
マ
犬
束
重
義
マ
沖

田
〆

一
マ
柏
木
陸

一
郎
｜
香
典
返
し
マ

神
部
漁
協
女
性
部
マ
奈
良
尾
町
漁
協
女
マ
漁
港
漁
村
課
マ
漁
業
信
用
基
金
協
会

性
部

O
大
分
県

マ
漁
業
士
会
マ
水
産
関
マ
漁
船
保
険
組
合
マ
水
産
振
興
課
マ
J

係
親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
マ
水
産
振
興
祭

F
共
水
連
大
分
県
事
務
所
マ
渡
辺
玄
士

実
行
委
員
会
マ
水
産
養
殖
協
議
会
青
年
マ
地
方
協

O
沖
縄
県

マ
鮒
沖
縄
県
漁
港

部

マ

地

方

協

協

会

マ

沖

縄

県

近

海

鮪

漁

業

協

同

組

合

ご
月
〕

O
北
海
道

マ
羅
臼
漁
協
定
置
マ
漁
業
共
済
組
合
マ
水
産
諸
国
体
マ
J

青
年
会
｜
漁
火
祭
に
伴
う
収
益
金
マ
地

F
共
水
連
沖
縄
支
店
マ
地
方
協

方
協

O
宮
城
県

マ
地
方
協

O
茨
城
県

マ

〔
二
月
〕

O
北
海
道

マ
渡
遁
静
次

l
入

地
方
協

O
石
川
県

マ
石
川
県
お
さ
か
な
院
見
舞
い
返
し
マ
第
四
十
四
回
マ
リ
ン

普
及
協
議
会
マ
石
川
県
漁
協
青
壮
年
部
パ
ン
ク
推
進
委
員
全
道
大
会
演
芸
会
有

連
合
会
マ
杉
本
薫
マ
す
ず
し
漁
業
協
同
志
御

一
同

O
青
森
県

マ
青
森
県
豊
か
な

組
合
女
性
部
マ
販
売
部
マ
横
川
幸

江

マ

海
w

つ
く
り
大
会
実
行
委
員
会

O
宮
城
県

輪
島
市
漁
業
協
同
組
合
輪
島
崎
女
性
部
マ
畠
山
登
亀
洋
マ
地
方
協

O
福
島
県

マ

マ
地
方
協

O
静
岡
県

マ
漁
業
信
用
基
金
鳥
羽

一
郎
後
援
会
福
島
支
部

O
神
奈
川

協
会
マ
漁
船
保
険
組
合
マ
船
静
岡
県
魚

県

マ
地
方
協

O
富
山
県

マ
縄
井
恒
晴
マ

市
場
協
会
マ

J

F
共
水
連
静
岡
県
事
務
地
方
協

O
静
岡
県

マ
J

F
共
済
榛
原
地

所
マ
地
方
協

O
福
井
県

マ
村
古
政
弘
マ
区
推
進
協
議
会

O
愛
知
県

マ
地
方
協

O

地
方
協

O
三
重
県

マ
安
達
フ
ァ
ミ
リ
ー

福

井

県

マ
地
方
協

O
京
都
府

マ
後
藤
陳

マ
伊
勢
市
産
業
部
水
産
課
マ
肘
伊
勢
湾
之
l
農
林
水
産
大
臣
感
謝
状
を
記
念
し

海
難
防
止
協
会
マ
奥
野
正
孝
マ
尾
鷲
市
て

O
兵
庫
県

マ
帰
竜
宝
漁
業
黒
田
庸
太

マ
尾
鷲
栽
培
漁
業
セ
ン
タ
ー
マ
鰹
鮪
漁
郎

O
山
口
県

マ
後
藤
京
子

O
福
岡
県

マ

業
協
同
組
合
マ
合
併
推
進
室
マ
漁
業
信
地
方
協

O
長
崎
県

マ
漁
連
職
員
O
B
な

用
基
金
協
会
有
志
一
同
マ
漁
船
保
険
組
ぎ
さ
会
マ
馬
場
元
朝
l
香
典
返
し
マ
友

合
マ
桑
名
市
役
所
農
林
水
産
課
マ
佐
川

永
浩
明
｜
香
典
返
し

O
大
分
県

マ
他
大

富
彦
マ
鮒
シ

l
フ
l
ヅ
福
井
マ
志
摩
市
分
県
建
設
業
協
会
佐
伯
支
部
マ
大
山
水

水
産
課
マ
白
武
敏
則

マ
鈴
木
辰
美
マ
J

産
山
田
久
松
マ
偏
博
勝
水
産
首
藤
勝

F
共
水
連
三
重
県
事
務
所
マ
大
漁
ふ
れ

マ
大
成
建
設
側
代
表
取
締
役
河
野
幸
次

あ
い
市
マ
東
海
農
政
局
津
統
計

・
情
報
マ
伯
洋
海
運
側
代
表
取
締
役
山
本
孝
太

セ
ン
タ
ー
マ
浜
口
崇
マ
松
阪
市
役
所
農
郎
マ
藤
谷
新

一

旭
日
小
綬
章
受
章
記

林
水
産
課
マ
側
三
重
県
水
産
振
興
事
業
念

団
マ
冷
蔵
倉
庫
協
会
マ
冷
凍
保
安
協
会

マ
地
方
協

O
兵
庫
県

マ
守
山
基
晴
l
病

気
見
舞
金
の

一
部

O
島
根
県

マ
伊
藤
裕

マ
藤
井
多
津
江

O
香
川
県

マ
高
松
市
農

林
水
産
課
マ
地
方
協

O
長
崎
県

マ
木
寺

四
男
美
マ
漁
業
共
済
組
合
マ
漁
業
信
用

基
金
協
会
マ
漁
船
保
険
組
合
マ
船
長
崎

県
水
産
加
工
振
興
協
会
マ

J
F
共
水
連

長
崎
県
事
務
所
マ
長
崎
県
水
産
部
マ
長

崎
大
学
水
産
学
部
鴻
洋
祭
実
行
委
員
会

マ
長
崎
茂
木
漁
業
協
同
組
合
女
性
部
マ

針
尾
魚
類
養
殖
研
究
会
マ
地
方
協

O
大

分
県

マ
漁
業
管
理
課
マ
漁
業
共
済
組
合

二
、
一
般
寄
付

〔十
二
月
〕

O
北
海
道

マ
厚
岸
水
産
高

等
学
校
マ
海
洋
土
木
偶
札
幌
支
店
マ
海

鷹
水
産
制
マ
北
冷
蔵
側
マ
日
東
水
産
側

マ
古
平
町
水
産
加
工
業
協
同
組
合
代
表

理
事
組
合
長
山
田
昭
三
マ
丸
銀
漁
業
側

。
青
森
県

マ
大
山
チ
セ
マ
鮫
カ
ラ
オ
ケ

愛
好
会
マ
八
戸
海
上
保
安
部
マ
八
戸
水

産
高
等
学
校
マ
側
弘
前
丸
魚
代
表
取
締

役
小
野
堅
治
マ
マ
ル
ヨ
水
産
制
。
岩
手

県

マ
岡
大
井
漁
業
部
マ
金
沢
漁
業
側
代

表
取
締
役
金
津
俊
明
マ
鈴
木
秀
子
l
香

典
返
し
マ
丸
仙
水
産
側
マ
宮
古
水
産
高

等
学
校

O
宮
城
県

マ
女
川
町
水
産
ま
つ

り
実
行
委
員
会
マ
女
川
魚
市
場
買
受
人

協
同
組
合
マ
お
な
が
わ
秋
万
魚
収
穫
祭

実
行
委
員
会
マ
側
鈴
木
漁
業
マ
側
仙
台

水
産
代
表
取
締
役
社
長
中
島
健
也

マ
第

二
管
区
情
報
通
信
管
理
セ
ン

タ
ー

O
秋

田
県

マ
蜘
花
輪
魚
市
場
。
山
形
県

マ
加

茂
水
産
高
等
学
校
マ
酒
田
海
上
保
安
部

マ
善
賓
寺
龍
王
講

O
埼
玉
県

マ
小
野
沢

通
マ
高
岡
良
治
l
香
典
返
し
マ
冨
元
克

昌

O
茨
城
県

マ
側
共
冷
物
流
サ
ー
ビ

ス

セ
ン
タ
ー

O
群
馬
県

マ
側
群
馬
県
水
産

魚
市
場
役
職
員
御

一
同

O
千
葉
県
マ
安

房
水
産
高
等
学
校
マ
飯
村
久
子
マ
側
海

洋
生
物
環
境
研
究
所
中
央
研
究
所
所
長

片
山
洋

一
マ
柏
魚
市
場
側
マ
片
山
正
宜

マ
勝
浦
若
潮
高
等
学
校
マ
全
国
漁
業
協

同
組
合
学
校
マ
側
全
漁
連
フ
l
ズ
マ
船

橋
水
産
制
。
東
京
都

マ
紛
い
わ
し
食
用

化
協
会
マ
例
温
水
養
魚
開
発
協
会
マ
紺

海
外
ま
き
網
漁
業
協
会
マ
海
洋
土
木
柵

’マ
側
協
同
セ
ミ
ナ
ー
マ
共
同
船
舶
側
マ

側
極
洋
マ
例
魚
価
安
定
基
金
マ
漁
業
者

国
民
年
金
基
金
マ
紛
漁
業
情
報
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
マ
紺
漁
業
信
用
基
金
中
央

会
マ
働
漁
港
漁
場
漁
村
技
術
研
究
所
マ

例
漁
場
油
濁
被
害
救
済
基
金
マ
漁
船
保

険
中
央
会
マ
佐
野
宏
哉
マ
篠
田
典
子

（
故
人
正
司
）
！
香
典
返
し

マ
船
J
F

マ
リ
ン
バ
ン
ク
支
援
協
会
マ
側
水
産
総

合
研
究
セ
ン
タ
ー
－

本
部

・
同
厚
岸
栽

培
漁
業
セ
ン
タ
ー
－

同
遠
洋
水
産
研
究

所

・
同
古
満
目
栽
培
漁
業
セ
ン
タ
ー

－

同
五
島
栽
培
漁
業
セ
ン
タ
ー
－

同
水
産

工
学
研
究
所

・
同
志
布
志
栽
培
漁
業
セ

ン
タ

ー
・

同
瀬
戸
内
海
区
水
産
研
究

所
・
同
玉
野
栽
培
漁
業
セ
ン
タ
ー

－
問

中
央
水
産
研
究
所

・
問
中
央
水
産
研
究

所
（
高
知
）

・
同
東
北
区
水
産
研
究

所
・
同
西
海
区
水
産
研
究
所
・
同
西
海

区
水
産
研
究
所
石
垣
支
所

・
同
能
登
島

栽
培
漁
業
セ
ン
タ
ー
－

同
北
海
道
区
水

漁船海難遺児に 羽根募金の水色!! 手をの愛



也、＼曲、

産
研
究
所
・
同
南
伊
豆
栽
培
漁
業
セ
ン

タ
ー
・
同
宮
古
栽
培
漁
業
セ
ン
タ
ー

－

同
宮
津
栽
培
漁
業
セ
ン
タ
ー
・
問
屋
島

栽
培
漁
業
セ
ン
タ
ー
・
同
養
殖
研
究
所

マ
水
産
庁
増
殖
推
進
部
栽
培
養
殖
謀
、

記
者
ク
ラ
ブ
マ
間
水
産
土
木
建
設
技
術

セ
ン
タ
ー
理
事
長
鹿
田
正

一
マ
全
国
遠

洋
沖
合
漁
業
信
用
基
金
協
会

マ
佃
全
国

沖
合
い
か
つ
り
漁
業
協
会

マ
全
国
共
済

水
産
業
協
同
組
合
連
合
会

マ
全
国
漁
業

共
済
組
合
連
合
会

マ
全
国
漁
港
・
漁
村

振
興
漁
業
協
同
組
合
連
合
会
マ
船
全
国

近
海
か
つ
お

・
ま
ぐ
ろ
漁
業
協
会
マ
鮒

全
国
さ
ん
ま
漁
業
協
会
マ
制
全
国
真
珠

信
用
保
証
基
金
協
会

マ
全
国
水
産
加
工

業
協
同
組
合
連
合
会

マ
全
国
海
苔
貝
類

漁
業
協
同
組
合
連
合
会

マ
全
国
釣
船
業

協
同
組
合
連
合
会

マ
側
全
固
ま
き
網
漁

業
協
会
マ
船
全
国
遊
漁
船
業
協
会

マ
制

全
国
豊
か
な
海
附つ
く
り
推
進
協
会

マ
船

大
日
本
水
産
会
マ
高
山
隆
三

マ
側
中
央

漁
業
公
社
マ
例
中
央
漁
業
操
業
安
全
協

会
マ
東
京
北
魚
側

マ
例
東
京
水
産
振
興

会
マ
中
沢
俊
郎
香
典
返
し
マ
ニ
チ
モ

ウ
側
、
役
員

・
従
業
員
御

一
同
、
側
ニ

チ
モ
ウ
マ
リ
カ
ル
チ
ャ
ー
、
ニ
チ
モ
ウ

マ
リ
フ

ァ
ー
ム
側
、
側
ニ
チ
モ
ウ
ワ
ン

マ
ン
、
西
日
本
ニ
チ
モ
ウ
側
本
社
、
西

日
本
ニ
チ
モ
ウ
側
清
末
工
場
、
日
網
興

産
側
、
ニ
チ
モ
ウ
ク
ラ
フ
ト
側
、
側
ソ

l
エ
l
マ
例
日
韓

・
日
中
新
協
定
対
策

漁
業
振
興
財
団
マ
日
本
鰹
鮪
漁
業
協
同

組
合
連
合
会
マ
日
本
鰹
鮪
漁
船
保
険
組

合
マ
他
日
本
缶
詰
協
会

マ
日
本
水
産
制

役
員
従
業
員
御

一
同
マ
船
日
本
水
産
資

源
保
護
協
会
役
職
員
御

一
同
マ
船
日
本

水
産
物
貿
易
協
会

マ
附
日
本
定
置
漁
業

協
会

マ
船
日
本
ト
ロ
ー
ル
底
魚
協
会

マ

日
本
捕
鯨
協
会
マ
日
本
鮪
纏
詰
輸
出
水

産
業
組
合
マ
側
日
本
丸
マ
農
水
産
業
協

同
組
合
貯
金
保
険
機
構
理
事
長
東
久

は
雄
・
役
職
員
御

一
同
マ
捌
農
林
漁
業
信

一
用
基
金
マ
海
苔
増
殖
振
興
会
マ
制
フ
イ

第 119号平成18年 4月 1日よだム
冨英育

ッ
シ
ャ
リ
l
ナ
協
会

マ
吹
原
弘
宣

マ
北

部
ま
き
網
漁
業
側

マ
船
本
州
鮭
鱒
増
殖

振
興
会

O
神
奈
川
県

マ
横
浜
冷
凍
側
。

新
潟
県

マ
新
潟
市
魚
商
協
同
組
合
代
表

理
事
加
藤
康
男
マ
山
津
水
産
掛

O
富
山

県

マ
池
田
水
産
制
マ
西
島
栄
作
マ
氷
見

水
産
加
工
業
協
同
組
合
マ
松
野
均

O
石

川
県

マ
能
都
北
辰
高
等
学
校

O
静
岡
県

マ
魚
市
静
岡
魚
市
側
マ
三
和
厨
理
工
業

側

マ
銅
清
和
マ
沼
津
魚
市
場
側
マ
福
久

漁
業
側
マ
焼
津
水
産
高
等
学
校

O
福
井

県

マ
小
名
浜
水
産
高
等
学
校
マ
福
井
缶

詰
側

マ
福
井
中
央
魚
市
側

O
岐
阜
県

マ

土
田
隆
夫

O
三
重
県

マ
慶
福
丸
三
鬼
楠

好

O
京
都
府

マ
中
上
清
吾

O
大
阪
府

マ

助
六
食
品
側
マ
附
全
漁
連
フ

l
ズ
大
阪

営
業
所
マ
高
階
救
命
器
具
附

O
兵
庫
県

マ
内
橋
昭
三

マ
柴
谷
享
一

郎
マ
例
日
本

船
員
厚
生
協
会
神
戸
大
倉
山
海
員
会
館

館
長
橋
口
毅
マ
村
瀬
和
夫
マ
大
和
漁
業

同
代
表
取
締
役
磯
田
和
志

O
和
歌
山
県

マ
和
歌
山
魚
類
側

O
鳥
取
県

マ
浜
野
茂

夫

マ
米
子
魚
市
場
仲
買
協
同
組
合

O
島

根
県
マ
隠
岐
水
産
高
等
学
校
親
交
会

マ

浜
田
水
産
高
等
学
校

O
岡
山
県

マ
漁
船

保
険
組
合
マ
吉
田
厚
子

O
愛
媛
県

マ
宇

和
島
水
産
高
等
学
校
生
徒
会

O
高
知
県

マ
大
熊
水
産
制
マ
杉
本
幸
貞
マ
土
佐
魚

類
側

O
福
岡
県

マ
池
田
正
二
マ
伊
藤
商

店
マ
北
九
州
水
産
物
小
売
団
体
協
同
組

合
代
表
理
事
前
田
義
則

マ
九
州
大
学
農

学
部
水
産
学
科
水
産
実
験
所
教
職
員
親

睦
会

マ
日
本
遠
洋
旋
網
漁
業
協
同
組
合

マ
側
福
岡
魚
市
場
。
長
崎
県

マ
陶
柏
木

水
産

マ
海
興
水
産
制
代
表
取
締
役
中
村

栄
治
マ
北
松
魚
市
側
取
締
役
社
長
松
山

贋
繁
マ
山
田
水
産
制

O
大
分
県

マ
側
佐

伯
魚
市
場
。
熊
本
県
マ
地
方
卸
売
市
場

制
玉
名
魚
市
場
代
表
取
締
役
社
長
渡
辺

利
贋

マ
苓
洋
高
等
学
校

O
宮
崎
県

マ
伺

由
丸
水
産
代
表
取
締
役
守
山
由
孝

O
鹿

児
島
県

マ
冨
元
小
松
マ
漬
田
俊

一
マ
枕

崎
水
産
加
工
業
協
同
組
合
マ
龍
生
水
産

側ご
月
〕

O
北
海
道

マ
小
樽
水
産
高
等

学
校
マ
側
さ
け

・
ま
す
資
源
管
理
セ
ン

タ
ー
根
室
支
所
マ
北
海
道
運
輸
局
マ
米

倉
水
産
側

O
岩
手
県

マ
釜
石
海
上
保
安

部
マ
気
仙
沼
海
上
保
安
署
マ
三
陸
海
マ

全
日
海
岩
手
事
務
所
マ
全
国
海
友
婦
人

会
（
宮
古
支
部

・
山
田
支
部
）

O
宮
城

県

マ
石
巻
海
上
保
安
署
マ
東
北
運
輸
局

。
山
形
県

マ
小
関
利
昭

O
福
島
県

マ
い

わ
き
親
潮
会

O
埼
玉
県

マ
冨
元
克
回
目
。

茨
城
県

マ
伺
石
田
丸
漁
業
代
表
取
締
役

石
田
洋
一

O
千
葉
県
マ
飯
村
久
子
マ
エ

ハ
ラ
ヒ
デ
ユ
キ

O
東
京
都

マ
側
海
と
渚

環
境
美
化
推
進
機
構
マ
榎
本
み
つ
枝
マ

側
海
外
漁
業
協
力
財
団
マ
船
海
難
防
止

協
会

マ
側
海
洋
生
物
環
境
研
究
所
マ
漁

港
漁
場
新
技
術
研
究
会
マ
側
全
国
漁
協

オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
マ
全
国
漁
業
協

同
組
合
連
合
会
役
職
員
御

一
同
マ
高
杉

真
人
｜
異
動
に
際
し
マ
高
野
恵
子
マ
農

林
中
央
金
庫
役
職
員
御

一
同
マ
水
産
庁

漁
港
漁
場
整
備
部
計
画
課

・
同
整
備

課
・
同
防
災
漁
村
課
、
漁
政
部
企
画

課
・
同
漁
政
課
・
同
漁
政
課
船
舶
管
理

室

・
同
加
工
流
通
課
、
漁
業
保
険
管
理

官、

資
源
管
理
部
沿
岸
沖
合
課
同
遠
洋

課

・
同
国
際
課
、
増
殖
推
進
部
研
究
指

導
課

・
同
栽
培
養
殖
課
マ
即
日
本
鰹
節

協
会
マ
日
本
小
型
船
舶
検
査
機
構
マ
農

林
漁
業
金
融
公
庫

O
神
奈
川
県

マ
第
三

管
区
海
上
保
安
部
警
備
救
難
部
救
難
課

マ
例
日
本
船
員
厚
生
協
会
横
浜
海
員
会

館
マ
三
崎
水
産
高
等
学
校

O
愛
知
県

マ

鈴
木
基
之
マ
中
部
運
輸
局

O
京
都
府

マ

海
洋
高
等
学
校
校
長
福
本
清
マ
中
上
清

吾

O
兵
庫
県
マ
瀬
戸
内
海
漁
業
調
整
事

務
所

O
鳥
取
県

マ
浜
野
茂
夫

O
岡
山
県

マ
ナ
カ
シ
マ
プ

ロ
ペ
ラ
側
マ
吉
田
厚
子

。
山
口
県

マ
側
水
産
大
学
校
マ
宮
内
浩

正

O
香
川
県
マ
四
国
運
輸
局
。
福
岡
県

マ
宗
岡
昌
子

マ
北
九
州
魚
市
場
制

O
長

崎
県

マ
長
崎
大
学
水
産
学
部

O
宮
崎
県

数
（平成18"1'3円15日現在）

給与奨学生 ｜ 貸与奨学生 ｜ ｜ 平成 17年度第 4回線 用 者

, I I I I I I ｜合計｜ ｜ ｜ ｜高控生等｜高位生等｜ ｜合計
幼 児 ｜小学生 ｜中学生｜高校生等｜小 計 ｜高校生等｜大学世帯｜小 計 ｜ ｜幼 児 ｜小学生｜中学生｜給与｜貸与｜大学生等

北 海道I 2 I 27 I 1s I 22 I 69 I 1 I 9 I 10 I 79 I 1 I 4 I 1 

背織I 1 I 4 I 2 I 6 I 13 I I 2 I 2 I 1s 

岩手I 2 I 3 I 4 I 7 I 16 I 2 I s I 7 I 23 
宮城I 31 s l 7 1 9 1 24 1 1 1 3 1 4l 2s 

牧田I I I I 1 I 1 I I I I 1 

山 形 I I 1 I I I 1 I I 1 I 1 I 2 

福山I I 2 1 1 1 s l s l I I I s 

茨城I I I 1 I 1 I 2 I I 1 I 1 I 3 

千誕I 2 I 7 I 4 I 3 I 16 I I 1 I 1 I 17 

東京I I 3 1 1 1 11 s l I 21 2 1 7 

神奈 川

新潟

富 山

石 川

静岡

愛知l

領列

ニ ヨI
京都

大阪

兵庫

和 歌 山

込 E阻

島 製

岡 山

広島

山 口

徳尚

一香川

愛媛

一高知

一儒 問

福岡県有明海

一佐賀県玄海

一佐賀県有明梅

一長 崎

ー
と一----2!.
熊本

一宮崎

一鹿 児島

一沖縦

一合計

出学資給与奨学生の高校生等には養護児を含む。

接奨学金貸与奨学生には入学一時金のみの奨学生を含む。

出平成 I7年度第 4回採用者は内数である。

マ
清
龍
水
産
偏
渡
辺
保
マ
宮
崎
大
学
農

学
部
水
産
科
学
講
座
前
田
昌
調
。
鹿
児

島
県
マ
冨
元
小
松

〔
二
月
〕

O
北
海
道

マ
北
海
道
漁
業
調

整
事
務
所

O
岩
手
県

マ
宮
古
海
上
保
安

署

O
埼
玉
県

マ
小
野
沢
通

O
千
葉
県

マ

飯
村
久
子
マ
全
国
漁
業
協
同
組
合
学
校

第
六
十
六
期
生
御

一
向
。
東
京
都

マ
側

海
外
漁
業
協
力
財
団
マ
梶
浦
富
子
マ
漁

船
保
険
中
央
会
マ
蜘
シ

ッ
プ
ス
代
表
取

締
役
社
長
三
浦
義
哲
！
設
立
三
十
周
年

に
際
し
マ
水
産
庁
漁
港
漁
場
整
備
部
整

備
課
、
漁
政
部
漁
政
課
船
舶
管
理
室
、

資
源
管
理
部
管
理
課
、
増
殖
推
進
部
研

究
指
導
課
マ
全
国
海
苔
貝
類
漁
業
協
同

組
合
連
合
会
マ
全
日
本
海
員
組
合
本
部

マ
東
京
海
洋
大
学

マ
マ
ル
ハ
側
マ
森
貝

光
子
。
新
潟
県

マ
新
潟
県
漁
業
調
整
事
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生
品L色

争奨Bリ県府道者E

都道府県名

務
所
マ
山
田
水
産
側
新
潟
営
業
所

O
静

岡
県

マ
山
本
文
子

O
愛
知
県

マ
三
谷
水

産
高
等
学
校

P
T
A
O
京
都
府

マ
大
京

魚
類
蜘
マ
中
上
清
吾

O
鳥
取
県
マ
境
港

漁
業
調
整
事
務
所
マ
浜
野
茂
夫

O
島
根

県
マ
青
山
善

一
郎

O
岡
山
県
マ
吉
田
厚

子

O
広
島
県
マ
崎
山

一
孝
マ
中
国
運
輸

局

O
山
口
県
マ
和
田
徹

O
高
知
県
マ
山

本
光
博

O
福
岡
県

マ
九
州
漁
業
調
整
事

務
所
。
鹿
児
島
県
マ
冨
元
小
松

£九，
字培、 ¥ 

l，~，：｛，f'~ぞかt)
い
し

4 

5
一5
一3

－
一2
一4
一時
一3
一8
一日
一2
一3
－四
一8
一5
一万
一ロ
一8

2
士
三
3
一
臼

可、

漁船海難遺児

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

平
成
十
八
年
四
月

一
日
よ
り
、
本
会

は
従
来
の
二
部
制
（
総
務
部
・
業
務
部
）

を
廃
止
し
、
事
務
局
制
に
機
構
を
改
め

ま
し
た
。
役
職
員
一
同
、
気
持
ち
を
新

た
に
励
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
今
後
と

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
役
職
名
等
詳
細
は
左
記
の
通
り

で
す
。

羽根募 金

専
務
理
事

事
務
局
長

事
務
局
次
長

総
務
担
当

業
務
担
当

佐

藤

信

三

小
林

哲
朗

梶

山

千

草

高

橋

清

美

田

上

幸

子

三
上

恵

里

の水色

，， 
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!! 手をの愛

2

一お一
ロ
一7
一日
一四
一旦
叫

咽ム
－A

噌一’A

一司A

一qd
一’A

一。，“

4 

4

一5
一3

6 

4 

1 

2 

－
一2
－
9
－
a
－
 

2 

2

－1
－1
－5
 

－
－
 

6

一1
一2
一5

1
Z
，土
3

一時一
3

一7
一ロ
一2
一2
二日一7
一4
一ロ
一口
一6

7

－4
一1
一4
一6
一1

自一
4

一4
一4
一8
一3
一
ωー

－
一1
一2
一4
一2
一3
一4

2

一回
一8
－7
－u
一時
一ロ
一
湖

－
一3
一1
－1
一4

－
一3
一3
－1
一1
一4
一1

－
一6
7
A
－1
－5
一3
一4
一
例

－
一3
－3
一2
－3
7
4

－4
一
ωー

1
－1
－1
－2
 

2
 




